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 新・人間裁判の第１２回口頭弁論での、川畑正

人さん（５３才・札幌市白石区）の陳述です。 

  

 私は、札幌市白石区に住んで

おり、現在一人で暮らしていま

す。 

私は、稚内市で生まれ、小学校、

中学校は稚内市で学んでいましたが、高校は、

旭川北高校に進学したため、旭川市に住むお

ばさん宅にお世話になり卒業しました。 

 高校卒業後の進路は、父親が、役所関係に

勤めており、自衛隊を薦めたことがあり自衛

隊に入隊しました。自衛隊に勤務していた時

に、当時は上司が私の身分証明書を、管理し

ており、その上司が勝手に私の身分証明書を

悪用してサラ金から３００万円借りられたの

です。 

他にも悪用された人がいて問題が発覚し、

その上司は自殺してしまいました。そのため

自分で任意整理させられ、返済が終わった時

点で、連帯責任だとか言われ、自衛隊を首に

なりました。 

しかし、自衛隊もメンツがあるのか、私を

東京の良い会社に就職斡旋すると言い、建設

会社熊谷組に就職が決まりました。私は、夜

間大学に行きたいと思っていたので日大Ⅱ部

に入学しました。 

 私が２７才の時に、建設現場で監督をして

いたときに上から H 鋼が落下し、私に当たり

ました。その衝撃で６メートル下まで落下し

大ケガを負い、東京の病院に１年、登別の病

院に１年入院しましたが、職場は結局退職さ

せられてしまいました。 

  この事故の後、さまざまな障害が起こるよ 

うになりました。睡眠障害、パニック障害、

右足関節機能の全廃、知覚障害、慢性疼痛、

うつ病です。 

 登別で入院中に妻とであい、退院後仕事も

見つけ３０才で結婚しました。でも妻はパチ

ンコにはまり多額の借金を作ってしまい、結

局、任意整理することになりました。娘が生

まれ、保育園の送迎や食事つくりもやりまし

た。妻は精神障害でした。 

  勤めていた会社の社長が死亡し、会社がな

くなったため、札幌にでてきました。 

でも生活に困り、白石区役所の保護課に相談

に行きました。役所の対応は「身体障害者だ

と言うことを隠して仕事を探しなさい」と言

われ、受け付けてもらえませんでした。しか

たなく契約社員として本州の富士重工に出稼

ぎに３年行きました。 

 仕事は日勤と夜勤の仕事もハードで睡眠障

害と心臓が悪くなって、その上に妻の病気が

悪化、娘も病気になり、仕事を辞めて札幌に

戻ってきました。 

  医師に自分の症状を書いてもらい、生活保

護を申請したのが２００５年４月１４日。４

１才の時でした。その後、妻は退院してから

も自分や娘に暴力をふるうようになり、仕方

なく離婚する事にしました。娘は、私の実家

で育ててくれることになり、私は、病気の治

療に専念する事ができました。 

 ２０１３年８月に生活保護基準の引き下げ

が実施され、私の生活扶助額は、月額１．２

２０円年額にすると１４．６４０円減らされ

ました。 
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２０１４年４月から消費税が８％に引き上

げられ、生活保護も 2.9％上がりましたが、

食料品、灯油代、電気代など公共料金や物価 

がのきなみ上がりさらに生活が苦しくなりま

した。そのために、食料品は夜遅くに半額に

なった弁当や出来合いの総菜をまとめて購入

し、冷蔵庫で保存して食べるようにしました。 

  ２０１５年１０月から今度は、冬季加算が

単身で年間１１万５８００円から８７．８０

０円と２８．０２０円も引き下げられて驚き

ました。支給期間が１０月から翌年４月まで

と２ヶ月延長されたのは嬉しかったですが、

金額が減らされるとは、寒いアパート暮らし

にはとてもつらい事でした。 

私はアパートの２階に住んでいますが、１

階は駐車場になっていて、本当にさむいので

す。以前の事故による機能障害のせいもあり、

寒くなると体が痛み、夏はシャワーで我慢で

きても冬は湯船に入って温め、部屋を暖かく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

するためにストーブを焚くのは、１０月１５ 

日頃～翌年の５月１５日頃までの８ヶ月間で 

す。灯油代は８０．０００円ほどかかり、冬

季加算は全てが灯油代に消えてしまいます。

防寒着も買う余裕がなくて全てもらいもので

す。 

 本当にやり繰りが大変で、なんども公共料

金の支払いが期日までに納められないことが

ありました。 

 好きなビールもやめ、今年からは、タバコ

もやめました。そうしなければ暮らしていけ

ないのです。私達のような生活困窮者を見捨

てないで下さい。人間らしい暮らしをさせて

下さい。 

 是非私達の辛い立場を理解して下さい。生

活保護基準が、人間としてふさわしい生活を

送ることができる様にしてほしい。そう願っ

て私の陳述と致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


